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◆ 特集　各業界の事例から学ぶ、DX実践への処方箋
◆ トップは語る　技術の蓄積をイノベーションにつなぐ

◆ LS研究委員会　マネジメンツ交流会/マネージャーズ交流会2021年度参加者募集

◆ From大阪　世界遺産の古墳群を学ぶ玄関「百舌鳥古墳群ビジターセンター」
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2018年に公表された「DXレポート」を機に、幅広い産業分野でDXへの取り組みが模
索されている。しかし、DXに対する理解度や取り組み状況は企業によって大きく異なり、
「どう取り組めば良いか」といった悩みも聞こえてくる。そこで今回の特集では、業種や
業態を問わず、デジタルによって現状打破を図るすべての企業に、DX実践のためのヒ
ントを紹介していく。まずは、FUJITSUファミリ会会員企業2社からDX担当トップを
お招きし、DXの専門家を囲んで実施した討論会の模様を紹介しよう。

C O N T E N T S

●特集
「各業界の事例から学ぶ、
DX 実践への処方箋」
	 ●巻頭討論　
	 DXの専門家に聞く、なぜ今DXなのか

	 ●事例
	 DX実践企業の取り組みに学ぶ
	 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社の
	 テレマティクス損害サービス

	 ●富士通の取り組み
	 富士通自身を変革する全社DXプロジェクト
	 「フジトラ」に見るDX成功の秘訣

●トップは語る
	 株式会社熊平製作所
	 代表取締役社長　熊平 明宣 氏

●Family’s Information

●支部見聞録（関西支部）
   From大阪　

2

14

16

号2021399
号2021399

表紙のことば（こどもとスポーツ）
　古代オリンピックでも行われ、
1904年のセントルイス大会以降、
1912年のストックホルム大会を除
いて実施されているボクシング。グロー
ブをはめた左右の拳で打ち合って勝
敗を決める競技だ。2012年ロンド
ン大会から女子が採用され、全競技
で男女実施が実現した。2016年の
リオデジャネイロ大会からは
プロの参加が解禁となった。

特 集

各業界の事例から学ぶ、DX実践への処方箋

DXの専門家に聞く、
なぜ今DXなのか

巻頭討論

今井 俊哉●1982年に富士通に入社。その後、コンサルティング領域に転じ、14年在籍したブーズ・アレ
ン・アンド・ハミルトンを皮切りに、SAPジャパン（バイスプレジデント）、ベイン・アンド・カンパニー（パー
トナー）、ブーズ・アンド・カンパニー（代表取締役）、PwCコンサルティング（副代表執行役）で要職を歴任。
約30年にわたり多様な産業界の企業に対し、全社戦略や営業マーケティング戦略、グローバル戦略、IT戦
略などの立案、組織・風土改革、ターンアラウンドの実行支援などを手掛ける。2020年4月より現職。
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今井　「DX」という概念が意識され
始めたのは約5年前からですが、当初
は「D」を中心に議論され、デジタル

やデータを駆使して何かできないか
という、いわば「Nice to Have（でき
たらいいな）」の取り組みでした。新
型コロナ対応に象徴されるように、
最近になって「X」、つまりトランス
フォーメーションへの本気度が高

まってきたように感じていますが、
お2人の会社ではいかがでしょうか。
戸田　私は日本通運に入ってまだ2
年目で、それ以前は富士通さんの商
売仇でしたので（笑）、今井さんのおっ
しゃっていることはよくわかります。

Ridgelinez株式会社
代表取締役CEO

今井 俊哉氏

株式会社マルハン
上席執行役員　経営企画本部長

藤田 進氏

⽇本通運株式会社 執行役員
デジタルプラットフォーム戦略室長

戸田 晴康氏

各産業分野で高まりつつある
DXへの“本気度”

各業界の事例から学ぶ、DX実践への処方箋

DXの専門家に聞く、
なぜ今DXなのか

藤田 進●京都大学農学部卒。食品会社勤務を経て、2002年にマルハ
ンに入社。社長室、経営企画部長を経て、2014年より現職。経営企画、
情報システム、広報ならびにL&A事業（ゲームセンター、ボウリング、
映画館、カラオケなど）を担当。

戸田 晴康●神戸大学工学部卒。1987年に日本電気入社。IT機器やプラットフォーム
サービスなどのソリューション開発およびマーケティング、サービス事業のプラット
フォーム化および事業化立ち上げなどを担当。同社を退社後、2019年1月に日本通
運の常務理事 （社長特命事項・IT推進部担当）に就任。2020年4月より現職。
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各業界の事例から学ぶ、DX実践への処方箋　巻頭討論 DXの専門家に聞く、なぜ今DXなのか特集

私のように、各業界のDX担当者で、
最近、IT業界から移ってきたという
人は珍しくありません。それだけ
ユーザー企業の間で「変革しないと
生き残れない」という危機感が高まっ
ているのだと思います。
藤田　当社でもDXの必要性は感じ
ていて、本来ならば今年度からDX
プロジェクトを立ち上げる予定でし
たが、新型コロナウイルス感染拡大
の影響が深刻で、費用削減のための
工数削減プロジェクトに変更となり、
その一部でDXも検討している状況
です。こうした企業は少なくないと
思いますが、DXへの取り組みを本格
化させるためには何が必要なので
しょうか。
今井　企業のDXへの取り組み度合
いは、やはり経営陣の課題意識や危
機意識に左右されるでしょう。事業
をトランスフォーメーションさせる
というのは、容易なことではありま
せん。まずは経営陣が本気で変革に
取り組むことを、全社に向けて宣言
する必要があると思います。
戸田　経営陣が「Must（やらねばな
らない）」と認識するのは、大きく「や
らないと損失が大きい」「やらないと
社会的な信頼が失われる」「現状では
効率が悪すぎる」の3パターン。これ
らのリスクを数字やデータで説得力
を持たせて、経営陣に理解させるの
がDX担当者の役割ではないでしょ
うか。
藤田　なるほど。当社では、車内へ
の幼児置き去りを防止するために駐
車場の監視システムの導入を検討し

ています。その際、対策を怠ると業
界全体の信頼失墜につながることに
加え、監視システムなしで巡回した
際の労力や費用、効率などを経営陣
に具体的に示すことで、導入の必要
性を納得してもらいました。DXの
必要性を訴えるうえでも、こうした
データやファクトに基づく説得が必
要になるということですね。
今井　素晴らしい取り組みですね。
ただ、いくら経営陣が本気になって
宣言したとしても、それだけでは現
場が動かないこともあります。トラ
ンスフォーメーションを実現するに
は、担当部門だけでなくバックヤー
ドなど直接的には関係ない部門にも
変革が求められるため、社内の各部
門に対して、変革の必要性や緊急性
を、より具体的に数値やデータを用
いて説明する必要があります。これ
もDXの難しさの1つですね。

今井　本日はせっかくの機会ですの
で、お2人の業界それぞれにおける
DXについての現状や課題をお伺い
できればと思います。まずは物流業
界からお願いできますか。
戸田　当社のような物流企業は、従
来は個別企業の物流課題へのソ
リューションを提案することが役割
でしたが、環境変化が激しい昨今で
は、むしろ業界全体の課題に対応す
るプラットフォームサービスが重視
されています。そうしたパラダイム

転換を実現するためのキーワードと
して、DXが注目されている状況で
す。
今井　個別企業から業界全体へとい
う視点の変化は、物流という社会イ
ンフラを担う企業ならではの課題意
識といえるでしょうね。
戸田　難しいのは、当社の看板を掲
げたプラットフォームだと、ユーザー
がデータ提供を躊躇しがちなところ
です。いかに多くのユーザーに活用
してもらうかが課題になります。政
府と手を組んで公共化するという方
法もありますが、時間もかかるうえ
に利益率も低下しかねないので、ま
ずは意識の高い企業とスモールス
タートして、その成果をアピールし
ながら広げていく形になるでしょう
ね。
今井　新しいビジネスモデルやス
キームを創造して終わりではなく、
それらをいかに社会に活用してもら
うかというのも、DXの大きな課題で
すね。アミューズメント業界ではい

業界によって異なるDXの課題

　Ridgelinez株式会社は、2020年1月に設立し、2020年4月から事
業を開始した、富士通グループのコンサルティングファームです。変
革への志を持つ「チェンジリーダー」と共に、未来を変え、変革を創
る変革創出企業として、「人」を起点にすべての変革を発想し、スト
ラテジー、デザイン、テクノロジーを組み合わせ、単なる最先端な未
来ではない、人や社会の持続的な幸福が実現する未来を描き、新

たな価値を創出し、変革を実現します。
　変革プロセスの戦略策定からビジネスモデル・ソリューション設
計、業務プロセス・アーキテクチャ設計、オペレーションシステム開発、
戦略実行、エコシステム構築・運用など、最初から最後まで支援す
るコンサルティングサービスを展開しています。

富士通グループのDX専門企業、Ridgelinez（リッジラインズ）とはコラム
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かがでしょうか。
藤田　近年のパチンコ筐体はデジタ
ルデバイスの塊ですので、そこから
多種多様なデータを取得してマーケ
ティングなどに活用したいとは考え
ていますが、規制が厳しい業界でも
あり、いわゆる“個客”データの取得
や活用が進めづらいのが難点です。
今井　アミューズメント業界は人口
減の影響で市場が漸減しているので、
これまでとは違った収益モデルを育
てなければという危機感も強いので
はないでしょうか。
藤田　可能性を感じているのはパチ
ンコ筐体の有効活用ですね。デジタ
ルを活用して機種ごとに生み出す利
益を予測することで、筐体の買い替
え時期や中古台として売却する適切
なタイミングを判断でき、収益構造
を改善できるのではないかと考えて
います。
今井　既存資産をいかに有効活用す
るかを考えるのも、DXの重要なテー
マです。一例を挙げると、年間で数
日しか使用機会のない日本の農機を
海外にレンタルして、アフタービジ
ネスを活性化させる試みも始まって
います。デジタル技術を活用した中
古市場の活性化は、DXの1つのヒン
トになるかもしれませんね。

藤田　DXを推進するためには、や
はり外部人材が必要になるのでしょ
うか。
今井　今までと違うことをやろうと
すると、やはりケイパビリティ
ギャップが生じますので、若手の育
成だけでは間に合わず、外部人材の
採用は不可欠だと思います。近年の
IT業界では人材の流動化が進んで
いて、副業OKというケースも増え
ていますので、ケイパビリティが
合っている外部人材を有効活用しつ
つ、そういった人材による若手育成

を行っていくことでカタリスト（触
媒）効果も期待できます。
戸田　外部から優秀な人材を採用す
るには、評価体系や給与体系から見
直す必要がありますし、加えて、彼
らにとって魅力ある会社だとアピー
ルするためのブランドチェンジも必
要だと思います。当社の場合、「モノ
を運ぶ会社」と見られがちですが、
実際はITを駆使して物流工程に価
値を提供する「サプライチェーン・
サービスプロバイダ」なので、そう
した企業像をテレビCMなどで訴え
ているところです。
今井　外部人材には、社内の“暗黙
の了解”を打破してくれる効果も期
待できます。例えば、過去の失敗経
験による組織的なトラウマが、DX
の障壁になっている場合がありま
す。数年前に失敗に終わった取り組
みでも、技術革新や環境変化を経た
現在なら成功するというケースは
多々あります。
戸田　なるほど。社内ではタブーと
なっていて誰も言い出せなかったこ
とでも、怖いもの知らずの外部人材
なら議題に上げることができるとい
うわけですね。
藤田　外部人材の必要性はわかりま
したが、“変えるべきもの”と“変え
てはいけないもの”をしっかり区別
することも大切になりますね。当社
には「マルハンイズム」という企業
憲章があり、業界に先駆けて対人
サービスのホスピタリティを重視し
てきました。こうした風土は、外部
からの人材にも理解してもらいたい
ですし、DXを実現した後も守り続
けていきたいですね。

今井　人材確保と並んで重要なの
が、どのような体制で取り組むかで
す。そこで大切なのが、冒頭でも述
べたように「D」と「X」を分けて考

えること。お2人の役割は、いわゆる
「CDO（チーフ・デジタル・オフィ
サー）」で、いかにも技術畑の役職に
聞こえますが、実際に担っているの
は「D」ではなくて「X」。デジタル技
術はトランスフォーメーションを実
現するための手段に過ぎません。
戸田　そうですね。実はCDOも経
営層も、DXを推進するうえでデジ
タル技術にはあまり興味がないんで
すね。あくまでも主眼はビジネスの
変革にあって、それさえ実現できれ
ば手段は何でも良いというところが
あります。
藤田　確かに、いくらITのスキル
や経験を持った人材を採用できて
も、実際の事業の現場を知らなけれ
ばDXは実現できませんよね。単な
る「IT人材」にとどまらず、「DX人
材」として活躍してもらうには、IT
部門に配属するよりも、事業部門に

DX人材をどう確保し、
どう育てるか

DX推進に適した企業体制とは
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各業界の事例から学ぶ、DX実践への処方箋　巻頭討論 DXの専門家に聞く、なぜ今DXなのか特集

配属させて、現場でトライ＆エラー
を経験させた方が良いというわけで
すね。
戸田　確かに、当社のDXプロジェ
クトも、スタッフ部門ではなくソ
リューション部門という位置付けで
す。事業現場を動かす大きな権限を
与えられていますが、当然、失敗し
た際の責任も厳しく問われます（笑）。
今井　実際のところ、IT部門は社内
のサービス部門と捉えられがちで、
DXを牽引していくのは難しい側面
があります。事業を変革させる力や
権限を持っているのは、やはり事業
部門になりますね。
戸田　先ほど藤田さんがおっしゃっ
たように、DXはトライ＆エラーが
欠かせませんが、そこで大切なのは
「失敗しても構わない」という意識
を全社で共有することだと思いま
す。私たち物流業界では、お客様の
荷物を運ぶうえでミスは許されない
という意識が浸透していて、失敗が
許されづらい風土があります。だか
らといって、一度の失敗ですべてを
否定されていては、DXは実現でき
ません。失敗してもチャレンジした
数を評価するくらい、評価体系を見

直すべきではないでしょうか。
今井　DXを担当する部門と、既存
の業務を遂行する部門とでは、根本
的な価値基準が異なるので、それぞ
れで評価方法を分けるくらいが望ま
しいのでしょうね。新しいビジネス
が成功する確率は1～2割程度。野球
でも3割バッターなら一流といわれ
るように、DXも失敗を繰り返す中
で学習し、成功へと導いていくもの
ですから、そこで求められるのは成
功率よりも、むしろバージョンアッ
プのスピード感でしょう。

今井　本日は各業界から生の声を聞
けて、大変有益な時間でした。読者
の皆さんにとっても、いろんなヒン
トをお届けできたのではないでしょ
うか。最後に改めてお伝えしたいの
は、DXは特別なことではないとい
うこと。環境変化に応じて事業を変
革させていくのは、企業を存続して
いくうえで当然のことであり、その
変革スピードをデジタル技術によっ
て加速させていくことがDX。容易

なことではありませんが、当社を含
めた富士通グループがサポートを惜
しみませんので、肩の力を抜いて取
り組んでいただければと思います。
戸田　私も大変、有意義な時間を過
ごせました。誌面に出せない発言も
多かったので、時期が許せば懇親会
などで続きを語りたいところです
ね。これからDXを検討される企業
の方々にお伝えしたいのは、まずは
DXの本質をしっかりと理解すべき
ということ。「D」は「X」を実現する
手段であるということや、DXと単
なるデジタライゼーションの違いな
どを理解したうえで、照準を定めて
取り組むことをお勧めします。
藤田　当社はまだまだDXへの取り
組みが遅れていますので、本日の討
論は大変参考になりました。当社と
同様、これからDXに取り組もうと
考えられている会社も多いと思いま
す。担当される皆さんには、ぜひ、覚
悟を決めて経営者に立ち向かって
いってほしいと、エールを送りたい
と思います。
今井　お2人とも、本日は長時間あ
りがとうございました。

討論を終えての感想と
読者へのメッセージ
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あいおいニッセイ同和損害保険が
富士通および国内のITベンダー計
７社と共に開発した事故対応サービ
ス「テレマティクス損害サービス」
が、保険業界におけるDXの好例と
して注目を集めている。
「テレマティクス」とは、「テレコ

ミュニケーション」と「インフォマ
ティクス」を組み合わせた造語で、
GPSやドライブレコーダーなどの車
載デバイスと移動体通信システムを
組み合わせたサービスの総称であり、
近年、欧米を中心にテレマティクス
を活用した自動車保険が普及しつつ
ある。
テレマティクス損害サービスとは、
テレマティクス自動車保険の加入者

が事故を起こした際に、車載デバイ
スから得られたデータを基に、事故
状況を正確かつ客観的に把握するこ
とで、示談交渉や保険金請求手続き
など事故対応における加入者の負担
を大幅に軽減するサービスだ。（図1
参照）

このサービスが登場した背景には、
近年の自動車のIoT化だけでなく
様々な環境変化があるという。「まず
顧客環境としては、少子高齢化に伴
う高齢者による自動車事故の増加や、
あおり運転をはじめとしたモラル上
の課題などが挙げられます。自動車
を取り巻く環境は変化しており、安
全運転をサポートする保険と、事故
時のよりきめ細やかな対応へのニー
ズが高まっています。一方で、業界
環境としては、他業種からの参入や
Web営業をはじめとした顧客接点の

多様化などによる競争環境の激化が
あります。こうした背景の下、IoT化
した自動車から得られるデータを、
損害保険会社が提供するサービス価
値の向上につなげていこうという発
想が生まれたのです」と語るのは、本
サービスの開発を牽引した同社IT
統括部の課長補佐、石田和人氏だ。

こうした環境変化にさらされてい
るのは競合他社も同様のはずだが、
その中で同社が「テレマティクス損
害サービスのパイオニア」として注
目される理由はどこにあるのだろう
か。その疑問に石田氏はこう答えた。

「最大の要因は、当社経営陣の“先見
の明”にあると思います。当社では、
まだ日本ではテレマティクス自動車
保険が知られていなかった頃から情
報収集に努め、2004年には国内初の
実走行距離連動型自動車保険『PA 

DX実践企業の
取り組みに学ぶ
　いかにDXに取り組むか。その絶好の教科書となるのが、実際にDXを実践した企
業の実例だ。ここでは、自動車のIoT化をはじめとした環境変化を背景に、デジタルデー
タを活用したテレマティクス損害サービスをいち早く導入した、あいおいニッセイ同
和損害保険の取り組みを紹介しながら、DXを成功に導くヒントを分析していこう。

IT統括部　課長補佐

石田 和人様

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
IT統括部　課長補佐

羽豆 竜太様

保険業界におけるDXの好例、
テレマティクス損害サービスとは

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社の
テレマティクス損害サービス

図1●テレマティクス損害サービスのイメージ

●事故検知
●事故状況把握
●過失割合判定

あいおいニッセイ同和
損害保険

迅速・適切な事故対応サービスコネクティッドカーや
専用車載器

テレマティクスデータ
●GPS	 ●ドラレコ
●Gセンサー	 ●ハンドル
●アクセル	 ●ブレーキ　etc

事　例

各業界の事例から学ぶ、DX実践への処方箋特集
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各業界の事例から学ぶ、DX実践への処方箋　DX実践企業の取り組みに学ぶ特集

YD（ペイド）』を発売。さらに2015年
には、この分野の先進国である英国
のテレマティクス自動車保険大手、
Box Innovation Group 社の株式を
取得しました。こうした先進的な取
り組みを通じて、社内にテレマティ
クスに関する知識やノウハウが蓄積
されていたからこそ、国内でも前例
のない取り組みにもいち早く挑戦で
きたのだと思います」

社内に蓄積された多様なデータの
価値を見出し、新たなサービスモデ
ルを創造するのはDXの基本といえ
るが、その取り組みを阻害する要因
は大きく2つ考えられる。1つは「各
部門の保有するデータを全社で活用
できない」。もう1つが「どのデータ
からどんな価値が見出せるか、AIな
どの専門知識がないとわからない」。
同社の場合、こうした障壁はなかっ
たのだろうか。石田氏は「少なから
ずありました」と振り返る。
「それらを打破できたのは、部門横

断型のICTプロジェクトが強いリー
ダーシップを発揮したからこそだと
思っています。各部門が持っているテ
レマティクス関連データや損害サー
ビスのスキームに、プロジェクト体制
の中でIT部門が先進的なデジタル技
術で横串を通すことで関係部署が一

体となり、テレマティクス損害サービ
スの構想が固まっていったのです」

どの会社でも、各部門が持つデー
タやノウハウは「自部門の財産」に留
まりがちだ。しかし、各部門がそれ
ぞれ個別で有効活用を図ったとして
も、そこには自ずと発想の限界があ
る。各部門のデータを「全社の財産」
として共有し、それぞれの知見・ノウ
ハウを持ち合って有効活用を図る―
―こうした仕組みがあってこそDX
を実現できるということが、同社の
事例から伺える。

サービススキームが明確になった
後は、スキームを実現するためのシ
ステム構築が必要だ。「テレマティ
クス損害サービスシステム」の開発
は、大きく4つのステップで進めら
れたが（表1参照）、その経緯をIT統
括部課長補佐の羽豆竜太氏に説明い
ただこう。
「本システム全体の基盤となるの

が、ステップ1で構築したデータの
可視化機能です。これは、GPSから
得られる位置情報データと、各種の
車載デバイスから得られる走行デー
タを基に、事故発生に至る運行軌跡
や運転挙動を可視化するもの。従来
ならお客様の証言というアナログ
データに頼るしかなかった事故対応

が、客観的なデジタルデータを活用
することで、より効率的かつ正確に
行えるようになり、お客様の負担軽
減につながります」。事故に遭った
当事者の証言は主観的なものになり
がちであり、事故のショックもあっ
て曖昧なものになりかねないことを
考えれば、事故対応に客観的なデー
タを活用できるメリットの大きさが
わかるだろう。
「ステップ2では、リアルタイムに

得られる走行データをAIで解析す
ることで、保険会社側でいち早く事
故を検知する機能を実現。さらにス
テップ3では、ドラレコの画像デー
タを解析して、相手車両の速度や、
信号など周辺環境を含めた事故状況
を把握できる機能。ステップ4では、
把握した結果を判例情報と照らし合
わせて過失割合の判定をサポートす
る機能を開発しました」

本システムは2019年4月にステッ
プ1の機能のみでリリース。その後
も蓄積されたデータを基に研究開発
を続け、2020年9月にすべての機能
をリリースした。驚くことに、開発
当初は後半ステップの実現性が不透
明だったという。にもかかわらず、
約1年半という短期間で実現できた
背景には、どんな工夫があるのだろ
うか。
「私たちの最終目標は、お客様に
よりご安心いただける損害サービス
を実現すること。そのために必要な
機能やデータを明確に定義し、段階

データを全社の財産として共有し
“集合知”によって
有効活用を図る

前例のないスキームを
実現するための

システム開発のあり方を探る

ステップ 機能 内容 リリース

1 テレマティクス情報の可視化
GPS など車載デバイスからのデータを基に、運転軌跡や標識、速度、天候な
どをビジュアル化 2019年4月

2 事故のリアルタイム検知
衝突時のデータをAIに学習させることで、精度の高い事故検知機能を実現し、
保険会社側でのリアルタイムな事故検知を可能に 2019年10月

3 事故状況の詳細把握
GPS やドライブレコーダーから得られる、事故現場の状況や相手車両の運転
挙動などをAI で解析し、事故状況を機械的に再現 2020年9月

4 過失割合の判定サポート
AI により再現された事故状況を基に、判例情報と照らし合わせて過失割合の
判定をサポート 2020年9月

表1●テレマティクス損害サービスの開発ステップ
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的に積み上げていきました。ステッ
プ1の開発過程でも、以降の機能を
実現するためには、どんなデータを、
どう可視化すれば良いかを検討しな
がら進めていたのです」

はじめにサービスの全体像を明確
に描き、そのために必要なデータや
システムを整備していくことが、プ
ロジェクトの成功につながる。DX
において構想段階がいかに重要かを
物語る事例といえるだろう。

業界に先駆けてDXを実現できた
理由として、石田氏・羽豆氏は共に

「安全・安心なクルマ社会の実現に貢
献したいという使命感」「お客様によ
り良いサービスを提供したいという
想い」と並べて「パートナー企業と
の強固な連携」を掲げる。

確かに、ユーザー企業がDXを実現
するうえでは、SIerなど外部の専門
企業の支援が欠かせない。今回のプ
ロジェクトでも、富士通の持つ高精度
な画像認識技術や、画像データに基
づく速度解析技術、さらにはAI技術
が大きな役割を果たしたが、両者の間
ではどのような連携が行われたのだ
ろうか。その質問に、羽豆氏は「単に
先進的な技術を提供してもらうとい
うだけでなく、一緒に知恵を出し合っ
て新しい価値を生み出すパートナー
という認識でした」と答える。
「富士通さんに当社のサービスセ

ンターを見学してもらうなど、損害
サービスについて理解を深めていた
だく一方で、私たちも富士通さんか
らAIの仕組みを学び、必要な機能
を実現するためにはどんなデータが
必要なのかを把握していきました」

（羽豆氏）。
こうした“互いに学び合う姿勢”を

共有できたからこそ、同社の持つ損
保ビジネスの知識と、富士通の持つ
先端ICT知識が融合し、前例のない

システムが実現できたのだろう。

テレマティクス損害サービスは、
事故対応の客観性や効率を高め、対
物賠償保険の支払所要日数を大幅に
削減するなど、保険加入者からの好
評を得ており、競合他社でも追随の
動きが見られるという。同社はこの
成果に満足することなく、さらなる
精度向上と共に、次なる展開を検討
しているという。
「本システムに蓄積されるデータ

を貴重な資産と捉え、自動車会社や
道路会社、自治体などとも連携しな
がら、安全運転や事故防止、さらに
は自動運転の実現など、より安全・
安心なクルマ社会の実現に役立てて
いきたいですね」（石田氏）。

そんな同社の活躍に期待しつつ、

両氏からいただいた読者へのメッ
セージで本稿を締めくくろう。
「私たちは本システムの構築を通

じて、社内の各組織をつないでいっ
たと感じています。多くの会社では、
業務システムや、そこに蓄積された
データが部門ごとに管理・運用され
ていると思いますが、組織の枠を越
え、データで部門間をつなげること
が、新しい価値の創造につながると
思います」（羽豆氏）。
「今回のプロジェクトを通じて、

異なる知見やノウハウを持った企業
間の協業が、新しい価値を生み出す
ことを実感しました。今後もDXを
考えていくうえで、自社に閉じるの
でなく、幅広いコネクションを意識
していきます。DXを検討中の皆様
も、幅広い分野の企業と対話して、
共に新しい価値を生み出してほしい
ですし、その中に当社もいれば嬉し
く思います」（石田氏）。

外部パートナーとの“共創”が
もたらす新たな価値

DXで得られた成果を、
次なるDXにつなげていきたい

AIによるドライ
ブレコーダー
画像の解析

他社の後追いではなく、パイオニアとなる
日頃から業界内外の環境変化を敏感に捉え、先端領域にいち早く挑戦す
ることが重要

ICTを活用し、部門間にデータという横串を通す
“組織の壁”を越えてデータを全社共有できるよう、強固なリーダーシッ
プを発揮すべき

はじめに全体像を描き、その実現への基盤を作り込む
あらかじめ必要なデータを定義し、用意することで、スピーディーな機
能強化が可能になる

外部専門家とのパートナーシップを重視
社外の専門家と互いの知見を融合させることで、新たな価値が生まれる

1

2

3

4

あいおいニッセイ同和損害保険の事例から学んだ、
DXを成功に導く4つのヒント

取材協力）あいおいニッセイ同和損害保険株式会社　事業内容：損害保険事業
https://www.aioinissaydowa.co.jp/
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「富士通はIT企業からDX企業に
進化します」と社長の時田が宣言し、
自らCDXO（Chief Digital Transfor-
mation Officer：最高デジタルトラン
スフォーメーション責任者）に就任
することを発表したのは、社長就任
直後の2019年9月の経営方針説明会
でのことでした。

当時、SAPジャパンの代表を務め
ていた私は、この会見を見て大きな
期待を抱きました。経営トップがこ
こまで本気になっているのであれば、

富士通のDXは困難を乗り超えて進
み、結果として日本の産業界から参
照可能な改革を進められるのではな
いかと考えたのです。この時、感じ
た期待感こそ、翌年の春、私が全社
DXプロジェクト「フジトラ（Fujitsu 
Transformation）」の担当として、富
士通に加わった大きな理由です。

経営トップが変革への意志を力強
く宣言することは、DXを成功に導く
第一歩といえます。逆にいえば、経
営トップの覚悟と強いリーダーシッ
プがなければ、DXは往々にして失敗
に終わります。なぜそういえるので
しょうか。 まずは国内外の多くの実

富士通自身を変革する全社DXプロジェクト
「フジトラ」に見るDX成功の秘訣

ここまで、ファミリ会会員各社のDXへの取り組みと共に、DX実践に向けたヒントについて考えてき
た。ここからは、富士通自身が取り組む全社DXプロジェクト「フジトラ（Fujitsu Transformation）」
について解説しながら、富士通がこのプロジェクトを通じて、会員企業をはじめとした産業社会にど
のような価値を提供しようとしているかを紐解いていこう。

DX企業への進化を目指す、
富士通の宣言に感じた期待

図1●DXにまつわる典型的なリスク

富士通株式会社
執行役員常務　CIO兼CDXO補佐

福田 譲氏
Profile

1997年に早稲田大学を卒業後、独SAPの日本法人で
あるSAPジャパンに入社。大手製造業を担当する法人
営業、営業部長を経てバイスプレジデント ビジネスプ
ロセスプラットフォーム本部長、同営業統括本部長を経
て、2014年に代表取締役社長に就任。2020年3月に同
職を退任し、同年4月に富士通に入社、現職に着任。

勇み足
経営トップがデジタル化
に向けて巨額の投資を実
行するものの、トップのビ
ジョンや構想に社員やパー
トナー、顧客などが追い
つかず、かえって収益悪化
を招く。

1

出遅れリスク
新興のデジタルアタッカー
が出現し、これに対抗す
べく既存の同業他社でも
DXが進む中で、過去の
成功体験にとらわれて環
境変化への対応に遅れを
取る。

2

同床異夢シンドローム
デジタルやデータの重要
性は認識されているもの
の、目指す姿や取り組み
の優先順位が社内で共有
されておらず、事業や組
織の変革に至らない。

3

丸投げガラパゴス化
DXの取り組みを外部ベ
ンダーに丸投げしてしま
い、社内にノウハウが蓄
積しない一方、過度のカ
スタマイズが進んで業績
改善につながらない。

4

盲目的追従の呪縛
先進的なデジタルプラッ
トフォーマーの前例や枠
組みを忠実に踏襲しよう
とするあまり、戦略の幅
が狭まり、独自の付加価
値が生み出せない。

5

現場の抵抗勢力化
スキル育成やマインドセッ
ト、カルチャー変革を抜
きに、デジタルツールの
みを現場に提供した結果、
使いこなせないストレス
から抵抗勢力になる。

6

出典：マッキンゼー「デジタル革命の本質:日本のリーダーへのメッセージ」（2020年9月）

各業界の事例から学ぶ、DX実践への処方箋特集

富士通の取り組み
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 DXがうまくいかない理由は
どこにあるのか

図2●富士通の全社DXモデル例が物語る「DX失敗の法則」につい
て説明しましょう。

 　マッキンゼーのレポートによれ
ば、DXにまつわる典型的なリスク
は、大きく6つ挙げられます（図1参
照）。最初に挙げられるのが「勇み足」
ですが、これは日本企業では少数派
です。第2、第3のリスク、すなわち「出
遅れリスク」と「同床異夢シンドロー
ム」こそ、日本企業における典型例と
いえるでしょう。この2つのリスクが

「丸投げガラパゴス化」「盲目的追従
の呪縛」「現場の抵抗勢力化」といっ
た、これもまた日本企業にありがち
な失敗例を招くことになります。

こうしたリスクの根本的な原因の
1つは、「DXとは一体何なのか？」と
いう共通理解が醸成されていないこ
とだと考えます。世の中にDXの定
義は様々ありますが、私が的確だと
思っているのが、経済産業省の定義
する「企業がビジネス環境の激しい
変化に対応し、データとデジタル技
術を活用して、顧客や社会のニーズ
を基に、製品やサービス、ビジネスモ
デルを変革すると共に、業務プロセ
スや組織、企業文化・風土を変革し、
競争上の優位性を確立すること」と
いうものです。

この定義に即して考えれば、DX
の目的は「環境変化に対応して競争
上の優位を確立すること」にほかな
りません。「X（トランスフォーメー
ション：変革）」は、この目的を実現す
るための手段であり、「D（デジタル
やデータ）」はそのためのツールに過
ぎません。にもかかわらず、DXを掲
げながらも、先進のデジタル技術を
導入したり、ITシステムを最新化し
たりすることが目的化するケースが
後を絶ちません。

前述の定義にもあるように、企業
が環境変化に対応するためには、IT

システムはもちろんのこと、ビジネ
スモデルや業務プロセス、組織、企業
文化など多くのことを変革する必要
があります。実際、経済産業省が取
りまとめた「DX推進指標」を見ると、
9つの大項目のうち実に7項目が「経
営のあり方、仕組みに関する指標」で
あり、残り2項目が「ITシステムに関
する指標」です。

こうしたことからもわかるように、
DXは「ITごと」ではなく「経営ごと」
であり、部門単位を越えた変革の必
然性から、経営トップがリーダーシッ
プを発揮し、全社を挙げて取り組む
べきプロジェクトです。DXに取り
組む第一歩として、このことを認識
し、実践できるかどうかが、DXの成
否を分ける大きな要因ではないで
しょうか。また、経営陣の一員とし
て、そのような理解を、経営トップを
含めた経営陣に醸成することがCIO
の責務ではないかと考えます。

なお、2020年末には経済産業省か
ら「DXレポート」の後続レポートと
して「DXレポート2（中間取りまと
め）」が公開されました。私も策定に
参画しましたが、各分野におけるDX
への取り組み状況や、DX推進への具
体的な提言やヒントがまとめられて
いますので、ぜひ、ご覧ください。

2020年7月にキックオフし、10月か
ら本格始動した全社DXプロジェク
ト「フジトラ」は、「顧客や社会のDX
をサポートするためには、まず富士
通自身のDXが必要」との認識に基
づくもので、その過程で得られた成
果、知見、ノウハウや人材を、顧客へ
のソリューションやサービスに反映
していきます（図2参照）。

マッキンゼーの指摘するリスクを
排除して確かな成果を導くべく、フ
ジトラでは「経営のリーダーシップ」

「現場の叡智を結集」「カルチャー変
革」の3点を重点テーマとしています。
それぞれについてご説明します。

重点テーマ 1  経営のリーダーシップ
先述したように、DXではビジネ

スモデル、業務プロセスや組織、さら
には人事制度など、企業の根幹から
の変革が必要です。部門を越えた全
社視点・長期視点での投資判断を要
することもあり、経営トップの意志
とリーダーシップなしには効果的に
進めることができません。

フジトラのプロジェクトオーナー
はCDXOである社長の時田であり、
プロジェクトの運営を担う「ステア
リングコミッティ」には、社内取締役
である副社長の古田、専務CFOの磯

富士通の全社DXプロジェクト
「フジトラ」の重点テーマ

経済産業省サイト
「DXレポート2（中間取りまとめ）」
https://www.meti.go.jp/press/2020/12/
20201228004/20201228004.html
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各業界の事例から学ぶ、DX実践への処方箋　富士通の取り組み特集

部がメンバーとして参加しています。
「変革」とは、口で言うほど容易なも
のではないと理解しているからこそ、
経営トップ層が「自分ごと」として参
画する体制を敷きました。

重点テーマ 2  現場の叡智を結集
DXの目的は「競争上の優位性を

確立」することであり、その実践者は
ビジネス現場の担い手にほかなりま
せん。それゆえ、経営層が描くビジョ
ンや変革を現場が理解し、これまで
に培ってきた“強い現場力”を活かし
て、日本企業の強みである「全員参加
型」で進める体制・方式としました。

フジトラでは、各部門を代表する
DX責任者として「DX オフィサー

（DXO）」を選任すると共に、多様な

専門領域から「DXデザイナー」を選
出して社長直下のCEO室に集めて
TMO（トランスフォーメーション・
マネジメント・オフィス）を設置しま
した。経営トップから各部門の「タ
テ」と、部門DXOたちを横断した「ヨ
コ」の両軸を変革のドライバーにし
て、全社の叡智を結集する体制とし
ています。

重点テーマ 3  カルチャー変革
DX で最も重要なのが社内カル

チャーの変革と考えています。DX
は「一度やればそれで終了」というも
のではなく、変わり続ける環境に合
わせて、何度でも変革し続ける企業
体質への進化こそ、根本的に必要だ
からです。一過性の取り組みに終わ

るのでなく、社員一人ひとりが自発
的かつ継続的に変革を実行できる企
業風土が根付いて、はじめて「DX企
業」といえると考えています。

実際、GAFAに代表されるような
先進デジタル企業では変革が常態化
しており、あえてDXプロジェクト
を設けなくとも、絶えず環境変化に
応じた変革を繰り返しています。そ
の意味では、DXプロジェクトが不要
になることが、プロジェクトのゴー
ルと考えています。

このためフジトラでは、DX企業
へのカギとなる9つのカルチャーや
マインドセットを「DXプロジェク
ト・ステートメント」（図3参照）とし
て掲げ、全社員への浸透と実践を図っ
ていきます。あわせてグループ全社

　「exPractice（エクスプラクティス）」は、富
士通が「人材開発」「デザイン」そして「デジ
タル」の視点から独自に開発した自己啓発
プログラムで、「デザイン思考」「アジャイル」

「データサイエンス」を、デジタル時代におけ
る価値創出のための「読み・書き・ソロバン」
と位置付けています。
　これら核となる3つのスキルを身に付ける
ためのスイッチとなるのが、自らのパーパス

（目的・存在意義）を問い直す「パーパス・
カービング」です。富士通のパーパスである

「イノベーションによって社会に信頼をもた
らし、世界をより持続可能にしていくこと」と、

社員一人ひとりのパーパスを融合させること
で、変革への原動力にするアプローチです。
　「exPractice」とは、「体験（experience）
に基づく思考を、いかに実践（practice）に
移していくか」を意味していますが、「ex」に
はほかにも「excellent（優秀な）」「extreme

（極度の）」「explore（探索する）」などの意味
を込めています。富士通は、このプログラム
を「パーパスを胸に自らを俊敏に変え続け、
創造性とデータで新たな価値をデザインす
る個人・組織へと進化するプラクティス」と
位置付け、経営層から順次グループ全体に
浸透させていきます。

自己啓発プログラム「exPractice（エクスプラクティス）」とは

「exPractice」のコンセプト

コラム

図3●DXプロジェクト・ステートメント

パーパスを胸に
Purpose driven

最高のエクスペリエンスを
Customer experience

全員参加で
Inclusion & Ownership

オープンなコラボレーション
Open collaboration

データを武器に
Data-driven decision making

未来をリ・デザイン
Re-Design future

わたしらしい働き方で
Human centric way to work

ともかくやってみよう
Giving it a try

ファーストペンギンとして
First Penguin

詳しくはこちらから
動画をご覧ください。
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VOICE

経営層

AIによる解析・見える化

感情、経験、声
デジタルに収集

員のDX人材化を目指して、自己啓
発プログラム「exPractice（エクスプ
ラクティス）」（コラム参照）を開発し、
社長をはじめとした経営陣からトッ
プファーストで受講と実践を開始し
ています。

フジトラでは、これら3つの重点
テーマの下に「経営」と「現場」が一丸
となり、「持続的にDXを行う仕組み
作り」と「経営（ビジネス）とIT（デジ
タル）の一体化」によって、デジタルや
ITを最大限に活用したトランスフォー
メーションを目指しています。

「DXは経営層のリーダーシップ
の下、全員参加で進めるもの」と聞
いても、「現実には難しいのでは」と
感じる方も少なくないでしょう。

確かに、規模の大小を問わず、社
員すべての意思や意見を集約するの
は容易なことではありません。特に
昨今では、コロナ禍のため多くの社
員が一堂に会することが難しく、仮
に集められとしても、若手社員が先
輩や上司の前で率直に発言できると
は限りません。さらに、集められた
意見を集約し、そこから方向性を導
き出すのも一苦労です。

こうした課題を解決するため、富
士通では先進のITツールを積極的
に導入。社員や顧客の意見を逐次、

集約・分析すべく導入したエクスペ
リエンス・マネジメント・プラット
フォーム「VOICE」をDX推進に活
用しています。

VOICE は、社員や顧客を対象と
したデジタル・サーベイを通じて得
られたデータを、AIを活用して解析
する仕組みです。これを用いること
で、経営層は多くの意見の中から変
革の方向性や優先すべき課題などを
容易に見出すことが可能になってい
ます（図4参照）。

会員企業の皆様への導入もサポー
トできますので、興味のある方はぜ
ひ、お問い合わせください。

VOICE の例でもわかるように、
ITやデジタルはビジネスの変革は
もちろん、そのための検討や準備を
スピーディーかつデータに基づいて
論理的に進めるうえで大いに活用で
きます。

しかし、デジタル技術の進化は目
まぐるしく、ITやデジタルのポテン
シャルを最大限に活かし、より高付
加価値なビジネスモデルや業務プロ
セスを導き出すのは容易ではありま
せん。これらを的確に把握し、経営
トップや社内各部門にわかりやすく
伝え、DXへと向かわせることこそ、
今の時代のCIOやIT部門の役割だ

といえるのではないでしょうか。
先に「DXは経営ごとであって、IT

ごとではない」と述べましたが、DX
を推進するうえで、CIOやIT部門の
役割は決して小さくありません。組
織に対して、変化への“気付き”と“意
志”をもたらすことができるのは、私
たちCIOやIT部門の皆さんにほか
ならないのではないでしょうか。

富士通の全社 DX プロジェクト
「フジトラ」は、まだスタートしたば
かりであり、これまで述べてきた考
え方や手法の有効性も、まだ未知数
です。幾多の困難も容易に想像でき
ますが、富士通はフジトラを通じて

「富士通自身（社内）のDX」と共に、
「事業そのもの（社外）のDX」を成し
遂げ、2つの変革を連動させること
で、「デジタル×変革」で実践知を持
ち、顧客や社会に価値を提供できる
存在になることを目指します。

フジトラの経験と成果は、その成
否にかかわらず、富士通の新しいソ
リューション・サービスとして、ま
たDXの実践知や人材という形で、
必ずや会員企業の皆様のお役に立て
るはずです。ぜひ、見守っていただ
くと共に、ご意見やアドバイスをい
ただけると幸いです。よろしくお願
いいたします。

DX推進のツールとして
先進のITツールを活用

DXを推進するうえで欠かせない
CIOやIT部門の役割とは

富士通のDXは
産業社会に何をもたらすのか

図4●VOICEプログラム

社員顧客

社内アンケートなど

人事施策、働き方改革など

顧客満足度調査など

新商品開発、CS向上施策など

ギャップの解消 ギャップの解消

業務データ
各種業務システムに蓄積

詳しくはこちらから
動画をご覧ください。
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技術の蓄積を
イノベーションにつなぐ

ップは　 る
Top Interview

株式会社熊平製作所　代表取締役社長   熊平 明宣 氏中国支部

語

クマヒラグループの創業は1898
年。私が熊平製作所の社長に就任し
たのが2018年ですから、ちょうど創
業120年目の就任になり、非常に感慨
深いものがあります。ただ、私自身
は一族の多くが勤務するクマヒラグ
ループに入社することに対しては、
ずっと腑に落ちない気持ちを抱えて
いました。歴史のある会社なので地
元の知名度もあり、幼い頃から「ク
マヒラのところの息子」と言われる
ことにいささかの反発心もありまし
た。
自分の進むべき道について模索す
る中、転機となったのは友人に誘わ
れ、とある私塾を訪れた時です。東
京大学の元教授が開かれた塾で、保

守思想の立場から現代社会、政治、
経済を論じられるのですが、まさに
生きた社会評論、目からウロコが落
ちるようで気持ちが高ぶりました。
当時は大学の文学部に在籍していま
したが、このまま大学で学び続ける
より、この私塾でもっと勉強をした
いという思いにかられました。周囲
には反対されましたが、自分の気持
ちに正直に進もうと決意し、大学を
中退して私塾で勉強を続けました。
大学の外に出たことで、次第に世
の中を俯瞰で見ることができるよう
になり、これは今に至るまで私に
とっての大きな糧となっています。
ようやく自分のやりたいことの一歩
が見えてきた矢先に遭遇したのが、
2001年9月11日の米国同時多発テロ
でした。ニューヨークの世界貿易セ
ンターに旅客機が衝突する映像があ

まりに衝撃的で、到底現実とは捉え
られず、呆然としたことを覚えてい
ます。ふと、我に返ると、平和や安
全、安心というキーワードが浮かん
できました。そして、クマヒラグルー
プが使命とする「人々の財産や情報
を守る」ことは、社会的に意義のあ
ることではないのか、とそこで初め
て気付かされたのです。
私塾で学んだ「保守思想」とクマ
ヒラの「守るという使命」にも根底
に通じるものがありました。そう
思ってからは、クマヒラグループの
資料を集め改めて勉強し始め、その
歴史と製品作りの信念は誇るべきも
のだと確信したのです。クマヒラグ
ループで仕事をしたいという明確な
意思が芽生えました。

今に息づく
「やってみんさい」の精神

入社して一番ありがたかったのは
特別扱いをされなかったことです。
先輩を含め、誰もが同等に接してく
れたことで妙な気負いもなく社会人
をスタートさせることができまし
た。当社はOJTで学ぶことが大き
く、自分から率先して行動しないと
なかなかキャリアを積むことができ
ません。創業者のシンプルなメッ
セージ「やってみんさい」は今に受
け継がれていて、目の前の新しいこ
とに自ら挑戦していくという気風は
当社の誇りとするところです。
その挑戦を後押しし、社員一人ひ
とりが能力を発揮するためには、も
のを言いやすい風土を形成すること
が重要です。GAFAと称される米国
の巨大ITプラットフォーマー4社に
おいても、その成長の裏には何でも
安心して話ができる風通しの良い環
境があると分析されています。非常
に的を射ていると思います。やはり、
現場のアイデアが途中で潰されたり
弾かれたりする組織では会社の発展
は望めません。
社員がどのようなことでも安心し
て話せる環境を作るために、私が心
がけていることが幾つかあります。
まず、一年に一度、仕事に対する希

くまひら あきのぶ／1972年生まれ。1995年慶應義塾大学文学部中退。日本を代表する保守思想家の
私塾にて研鑽を積み、2003年株式会社セキュリティクマヒラ（現 株式会社クマヒラセキュリティ）入
社。2006年株式会社熊平製作所取締役、2015年同副社長を経て、2018年より現職。老舗企業の経営
者としてのプレッシャーは、自分自身へのインプットで跳ねのけようと人一倍の勉強を続ける。冷静な
現状分析は必要だが、悲観的にしか捉えられないようでは経営者失格。自分の引き出しから知恵を出し
不安をエネルギーに変えることこそ重要だと語る。

葛藤の末に
入社を決意
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株式会社熊平製作所
●所在地：	〒734-8567
　広島県広島市南区宇品東2-1-42  
　TEL. 082-251-2111（代）
●https://www.kumahira.co.jp/
　company/group.html
●創業：1898（明治31）年
●設立：1943（昭和18）年
●資本金：4億5000万円
●売上高：95億5007万円（2020年3月期）
●従業員数：463名（2021年1月現在）
●グループ会社：株式会社クマヒラ／
　株式会社クマヒラセキュリティ他

Company   Profile

望や要望を自己申告してもらう仕組
みを作っています。異動したい、こ
ういう仕事がしたい、こういう製品
を作りたい、仕事に関することだっ
たら何でも構わないので、思ったこ
とを書いて提出してもらいます。こ
れは人事を考える際の大切な参考資
料として活用しています。　
また、現場で円滑なコミュニケー
ションが取れない時の非常手段とし
て、私あてに直接メールしてもらう
という方法も設けています。あくま
で非常時で、同じチームのメンバー
が何でも話せる間柄であることが理
想ですが、こういう別ルートがある
ということが各々の安心材料になれ
ば良いと思っています。

イノベーションには
揺るぎない技術力が必要

クマヒラグループが提供するセ
キュリティサービスは、時代のニー
ズとともに変化し続けています。現
代社会は気候変動による大規模な自
然災害、テロ、サイバー犯罪など次々
に新たな脅威にさらされており、セ
キュリティ製品の製造・開発を担う
当社は重大な責務を担っていると感
じます。
常に最新の情報を取り入れ、社会

のニーズに応える製品を作るために
はどうすべきか。私は、回り道のよう
ですが、地道に着実に技術力を蓄積
していくしかないと思っています。
社員一人ひとりが技術力を高めるこ
とで自信が生まれ、どのような局面で
も持てる能力を存分に発揮すること
ができるようになることが理想です。
社員のスキルアップを図るため
に、まず資格を取ることを奨励して
います。当社の業務に役立つ資格は、
塗装や溶接という現場レベルのもの
から、開発部門における機械設計や
電気・電子設計、情報処理など多岐
にわたります。現在の業務に有用だ
と思われる資格、将来のためにぜひ
身に付けたい資格、考え方は千差万
別ですから、各人が選び資格取得へ
向けて努力してもらいます。会社は
アドバイスや援助をしますが、あく

まで決めるのは本人です。
また、井の中の蛙にならずに見識
を広めるために、セミナーや展示会
への参加を呼びかけ、他社の工場見
学も実施しています。他社の優れた
やり方を取り入れさせてもらった
り、様々な交流も行ったりする中で、
客観的に自社を見る目を養ってほし
いと思っています。ほかにも、専門
書や技術書の購読には補助金を出し
ていますし、高価な技術書は会社で
購入したりしています。
ただ、これらはすべて自己申告制
です。自らが決めたことに対して自
らが責任を持って向き合ってこそ本
物のスキルが身に付きます。それが
本人の確かなステップアップへとつ
ながり、会社の成長に欠かせない人
材を育てるのです。これからも人に
対する投資は惜しみなく展開してい
くつもりです。

あらゆるチャンスを
成長に生かす

クマヒラグループは金庫の販売・
修理から創業し、現在までに様々な
新製品を世に送り出してきました。
特殊防御材「クマヒラアロイ」や日
本初の防犯カメラなど、独自の技術
力を生かした開発から、近年は入退
室管理やデジタル録画監視、セキュ
リティゲートなど、トータルなセキュ
リティサービスを提供しています。
新製品の開発は当社の技術力に加
え、様々なコラボレーションで生ま
れることも多く、従来から産学連携
で研究開発を行ったり、優れた技術
を持つ企業と業務提携したりしてき
ました。よりニーズにあった製品を
素早く開発して市場に提供するとい
う観点からは、今後も連携や提携は
欠かせず、製品開発はもちろん、販
売やマーケティングに関してもパー
トナーシップは重要になってくると
思っています。
そんな中、新たに開発を進めてい
るのがクラウドを活用したサブスク
リプションでのセキュリティサービ
スです。物を購入するという時代か
ら、利用するという時代へと移り変

わる中、セキュリティサービスもま
た例外ではありませんので、このビ
ジネスモデルを広げていきたいと考
えています。
そして、さらに拡大していきたい

と考えているのが海外展開です。従
来から輸出はしているものの、大規
模な市場調査もしていない中での展
開で、売上高もわずかなままです。こ
れを徐々に拡大して、海外比率を伸
ばしていきたいと思います。ここで
もコラボレーションを生かし、海外
進出している顧客企業、海外進出を
予定している提携企業など、あらゆ
るチャンスや可能性を探りながら、
当社製品の優れた性能を世界に認め
ていただけるよう努力していきます。
多くの人のアイデアや知恵が結集
することでこそイノベーションが生
まれます。日本にとってなくてはな
らないセキュリティ企業として永続
していくために、当社はこれからも
一人ひとりが挑戦を忘れず、ブラン
ド力を高めていけるよう努力してま
いります。

読書が趣味という熊平社長は専門書から漫
画までジャンルを問わず何でも読まれるそ
う。近代の政治思想について書かれた本書
は文章にキレがあり、検証を重ねられた内容
は読み応え十分。新鮮でありながら様々なこ
とを考えさせられる良書だとおっしゃいます。

おスゝ メ本

徳間書店

 『正統の哲学、
異端の思想―

「人権」「平等」
「民主」の禍毒』

中川八洋 著
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㈱バーニーズジャパン
合同会社アイティ・
マネジメント研究所
㈱CIJ
メディアミックス
ソリューションズ㈱
Sales Create
㈱エオネックス
㈱ クーピー
㈱Ｒety
㈱メディカルクリエイト
㈱ソリューションラボ

●関東

●北陸
●関西
●中国

●九州

Family398号「クロスワード
パズル」へたくさんご応募いた
だき、ありがとうございました。
正解の方全員に記念品をお送り
いたします。次回のクロスワー
ドパズルもお楽しみに。

FUJITSUファミリ会をもっと楽しく活用していただくための様々な情報をご提供しますFamily’s Information

FUJITSUファミリ会事務局　E-mail : contact-familykai@cs.jp.fujitsu.com

特集「各業界の事例から学ぶ、DX実践への処方箋」は
いかがでしたでしょうか。

2018年の「DX レポート」を機に、幅広い産業分野で
DX（デジタルトランスフォーメーション：デジタル技術
を駆使したビジネス⾰新）への取り組みが模索されてい
ます。昨今のコロナ禍がDXを加速させる⼀⽅で、経費

削減などによりDXに取り組めない企業も⾒られるなど、DXへの取り組
み状況が二極化し、企業間格差が拡⼤しかねないとの危惧もあります。そ
こで、今回の特集では、業種業態や企業規模を問わず、デジタルによって現
状打破や成⻑拡⼤を図るすべての企業に、DX実践のためのヒントを提供
できる内容を⽬指しました。
「巻頭討論」では、DX の専⾨家として、富⼠通が2020年4⽉に新設した

Ridgelinez株式会社のトップをお招きし、ファミリ会会員企業のDX担当
者様との討論会を実施。DXについての素朴な疑問から、実践に向けた具体
的な質問まで、幅広いテーマで意見交換ができました。

また、「事例紹介」では、DX 実践企業様からDXに取り組んだ背景や狙
い、実践にあたっての苦労や⼯夫、その成果や今後のビジョンなどをお聞
きしました。特集の締め括りとなる「富士通の取り組み」では、「IT企業か
らDX企業への転換」を図る富⼠通から、多くの実践例を元に導き出した
DX成功へのポイントや、これからDXに取り組む（検討する）企業に向け
たサポート体制について紹介しています。

本特集が、企業の業種・業態を問わず、これからのビジネスのヒントとし
て少しでもお役に立てば幸いです。

最後に、ご多用の中、取材に快く応じていただいた皆様に心から御礼申
し上げます。

会報
Family

編集委員
から

NEW FAMILY 11～12月度ご入会分

 クロスワード
パズル
正解発表

正解

田中 徹様� （大阪府）
田畑 善弘様� （長野県）
石村 智子様� （香川県）
森川 順一様� （秋田県）
加藤 美奈様� （愛媛県）
上原 正行様� （宮城県）
備生 益久様� （兵庫県）
松本 克博様� （静岡県）
森田 真由美様� （奈良県）
さんちゃん様� （北海道）

（ほか全99名）

ア タ ラ シ イ ミ ラ イ

正解者発表
（お名前またはペンネーム）

1 2 3
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フ オ ン ト ジ キ エ ア
ガ ク キ シ ユ カ ラ ー
ク ジ ラ ユ ウ ヤ ミ ル

ヨ ク シ ツ ス ン カ
コ ウ ヨ リ ド リ メ イ
ガ キ キ ヨ ウ ア ラ シ
タ イ ド ク イ ツ ク ヤ

ツ ウ カ ツ ウ セ ツ
ア セ ギ ム シ ン ラ イ
ワ イ ド シ モ ン ラ ブ
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LS研究委員会では、2021年度の「マネジ
メンツ交流会（部門長クラス）」と「マネー
ジャーズ交流会（課長クラス）」の各参加者
を募集しています。

本交流会は、業界の最新動向（市場、経営、
ICT）や情報システム部門のあり方などに

ついて、毎月1回夕方に意見交換を行う機
会として実施いたします。単なる懇親の場
ではなく、多岐にわたるテーマを取り上げ
課題共有と意見交換を行い、多くの気付き
を持ち帰っていただける交流会です。

2021年度の交流会は、オンラインで開催
いたしますので、全国どこからでもご参加
可能です。

この機会にぜひLS研究委員会にご入会
いただき、ご参加いただければ幸いです。

2021年度
全国行事
開催予定

マネジメンツ交流会/
マネージャーズ交流会
2021年度参加者募集

LS研究委員会

申し込み方法など詳細は、LS研究委員会のWebサイトをご参照ください。https://jp.fujitsu.com/family/lsken/

・��業種を超えた各メンバーとの交流により、本音
の議論ができ、とても満足している。

・��ほかの会社の事例など、ビジネス抜きで紹介し
ていただき、意見交換ができたことは本当に良
かった。 

・��DX、働き方改革に力を入れている企業が多数あ
り、課題解決ができた。

参加者の声

開催日   ：2021年5月14日（金）
開催場所：帝国ホテル（東京都千代田区）
内　容   ：�式典（2020年度論文表彰）、特別講演、

記念講演

■ 春季大会

主　催　：情報システム・ユーザー会連盟（FISA）
開催日　：2021年11月9日（火）
開催場所：日本教育会館（東京都千代田区）

■ システム監査講演会

開催日　：  2021年10月21日（木）～22日（金）
開催場所：  大阪府大阪市
内　容　：講演、セミナーなど

■ 秋季大会

エントリー期間 ：2021年4月～7月上旬
原稿提出締切   ：2021年9月下旬
審査結果発表  ：2022年2月中旬

■ 2021年度論文募集

2021年度は中止
■ 海外セミナー

（1）マネジメンツ交流会（部門長クラス） 
開催期間 : 2021年4月～2022年3月（月1回開催）
開催時間 : 16時～18時
参加費用 : 無料
※当面はオンライン開催を基本といたします。今後の状況により集合開催が

可能な場合は、東京・関西の2拠点で実施いたしますが、その際オンライ
ン参加もできる形式で開催いたします。

（2）マネージャーズ交流会（課長クラス） 
開催期間 : 2021年4月～2022年3月（月1回開催）
開催時間 : 15時～17時
参加費用 : 無料
※基本オンライン形式で開催いたします。

※会場への集合（定員制）とライブ中継のハイ
ブリッド形式による開催を予定しております。

開催日　：2021年5月18日（火）
開催場所：ロイヤルパークホテル（東京都中央区）
内　容   ：�2020年度研究分科会成果発表、
	  表彰式

■ LS研総合発表会2021

※開催方法など詳細については、LS研ニュー
スにてお知らせいたします。

※会場への集合（定員制）とライブ中継のハイ
ブリッド形式による開催を予定しております。

-2019年度集合形式で開催時のもの-
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て、2013年から推薦書原案を文化庁
に提出し、資産の絞り込みなどを行
いながら、4回目の2016年にようや
く国内推薦を獲得。ユネスコの諮問
機関であるイコモスの現地調査を経
て、2019年7月6日に世界遺産に登録
され、研究所の調査開始から15年か
けて念願を叶えた。

ビジターセンターが誕生
目玉の8K映像が話題

世界遺産に認定されるほどの稀有
の資産価値を持つ「百舌鳥・古市古
墳群」。その素晴らしさを伝えるガ
イダンス施設の1つとして、仁徳天
皇陵古墳の南側に広がる大仙公園内
に、2020年8月から約2億2千万円を
かけて工事を始め、3月に完成する
のが「百舌鳥古墳群ビジターセン
ター」だ。

成過程を今に物語る。中でも仁徳天
皇陵古墳は、墳丘長486ｍ、周囲2.85
㎞、甲子園球場の12倍という圧巻の
大きさだ。エジプトのピラミッドと
中国の秦始皇帝陵と並び、世界三大
墳墓にも数えられている。
そんな仁徳陵を活かした街作りの
調査を、2004年に堺都市政策研究所
がスタート。有識者から「百舌鳥古
墳群と同時期に一体的に築造された
古市古墳群と共に世界遺産を目指す
べき」という指摘を受け、堺市だけ
でなく、古市古墳群を持つ羽

は

曳
びき

野
の

市
と藤井寺市、さらに大阪府の4者で
世界遺産登録を目指すように。そし

大阪府の中西部、大阪湾に面する
堺市。大阪市のベッドタウンである
と同時に、世界に誇るものがある。
それが“百舌鳥古墳群”だ。「戦後の
復興開発で住宅が建てられ半数以上
の古墳が破壊されましたが、かつて
は100基以上ありました」と語るの
は、堺市文化観光局世界遺産課の泉
谷博幸さん。
JRと南海電鉄の三国ケ丘駅近く

約4㎞四方に、日本を代表する大小
様々な古墳が点在し、古代国家の形

世界遺産の古墳群を学ぶ玄関
 「百舌鳥古墳群ビジターセンター」

支部見聞録 / 関西支部 大 阪From 

8K映像のデジタルコンテンツのイメージ

2019年7月に「百
も ず
舌鳥・古

ふる
市
いち
古墳群」が世界遺産に認定。2021年3月には、同

古墳群を代表する仁
にん
徳
とく
天皇陵古墳の南側に「百舌鳥古墳群ビジターセンター」

がオープンする。世界遺産認定までの経緯や、同センターで目玉の8K映像を
使ったデジタルコンテンツについて尋ねた。

大阪初の世界遺産
百舌鳥・古市古墳群
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床面積477.95㎡の平屋の造りと大
きな施設ではないが、堺市出身の空間
デザイナーの間宮吉彦氏がコンセプ
トデザインを提案した洒落た建物に、
古墳群に関する展示のほか、観光案内
や休憩などのコーナーも設けられる。
同局観光部観光企画課の弓場久稔
さんによると、「現在はコロナ禍で
一時的に減っていますが、世界遺産
に登録されたことで観光客が2～3
倍になり、外国人の観光客も増えま
した。当センターは、古墳の前知識
のない子どもや外国人の方々に、『そ
もそも古墳って何？』『古墳のすごさ
とは？』をわかりやすく伝える入門
的な施設」なのだという。
同施設の目玉となる8K映像を使っ
た無料のデジタルコンテンツは、ビ
ジュアルを駆使して、誰もが古墳の
素晴らしさを一目瞭然に理解できる
よう工夫が凝らされている。その元
となったのは、堺市博物館でバー
チャルリアリティー（VR）を用いて、
古墳群を上空から眺めたり、内部の
石室に入ったりできる人気の疑似体
験ツアーだ。惜しまれながら終了し
たのは、実はそのノウハウを受け継
ぎ、よりバージョンアップしたこの
施設ができたからである。
壁一面と床面を使った横幅14ｍ、
高さ3ｍの巨大スクリーンに、プロ
ジェクションマッピングで大迫力か
つリアルに古墳群を再現。年齢の制
限や、多人数で一度に同じ臨場感を
共有しづらいというVRのヘッドマ
ウントの欠点を解消し、子連れの
ファミリーや友人、カップルが一緒
に感動を分かち合えるようになっ

た。さらに、上空から望む古墳群は、
4Kの4倍の画素数を持つ話題の8K。
「圧倒されるほどの精細感で、光の
反射などもすごくリアルです」と弓
場さんが興奮気味に教えてくれた。

古墳は地元住民の誇り
魅力的な街作りを目指す
　
デジタルコンテンツでは、古墳群
の価値や雄大さだけでなく、古墳か
ら始まる堺1600年の由緒ある歴史
文化に触れる内容を盛り込んで、古
墳と堺への興味を引き立てる。さら
に深く学びたければ、同じ大仙公園
内にある堺市博物館を訪れると良い
だろう。この博物館は、入門編であ
るビジターセンターとセットで活用
されることを位置付けており、同セ
ンターの誕生に併せて3月にリニュー
アル。1872年に仁徳天皇陵古墳の前
方部から発見された石室の様子を描
いた絵図を元に再現した石室や、宮
内庁が所有する馬形埴輪片から復元
したレプリカなど、新しい展示で注
目を集めている。
2施設の見学を終えたら、ぜひ古墳

群を訪ねて歩きたい。前方後円墳の
独特の形を示すために上空から取り
上げた画像が多いが、「昔の人が空を
飛べたわけではありません。現地を
歩いて古代人と同じ視点で、この地で
生まれた古墳の雄大さと古代の王の
権力の大きさを体感してほしい」と泉
谷さん。
堺市の海岸沿いはかつて、この古
墳群の近くにあり、海岸沿いの台地
に数々の古墳を建造することで、こ

の地を訪れる多くの使者に王の権力
を見せつけたという。そんな歴史に
思いを馳せれば、「百舌鳥・古市古墳
群」の価値を一層感じられるだろう。
その誇りは地元住人にも受け継が
れている。戦後の開発で古墳が破壊
される一方で、守りたいと考える
人々が自発的に組織を作り、情報発
信やボランティアガイド、清掃など
を実施し、今も活動を続けている。
そんな地元の人々の思いと行動は、
世界遺産認定でも高く評価された。
古墳をキーワードに、総合的な
ミュージアムや気球による遊覧体験
などの構想もあり、観光推進と魅力
的な街作りの両立を邁進する堺市。
2020年12月には初の古墳サミット
が大阪府下で開催された。今後も全
国にその輪を広げ、かつての古代国
家のように、連携を深めながら古墳
を活かした街作りを牽引する。
取材・写真提供／堺市文化観光局

上空から見た仁徳天皇陵古墳。百舌鳥古墳は
44基、古市古墳群は45基の古墳が現存

堺市役所21階展望ロビーから望む仁徳天皇陵
古墳

百舌鳥古墳群ビジターセンター俯瞰イメージ

百舌鳥古墳群ビジターセンター内部イメージ

堺市博物館の
展示イメージ
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語りあう夢、きそいあう知恵

◆ 特集　各業界の事例から学ぶ、DX実践への処方箋
◆ トップは語る　技術の蓄積をイノベーションにつなぐ

◆ LS研究委員会　マネジメンツ交流会/マネージャーズ交流会2021年度参加者募集

◆ From大阪　世界遺産の古墳群を学ぶ玄関「百舌鳥古墳群ビジターセンター」
も　  ず
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